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f生徒指導の機能を十分に生かすととも第4主審 に、教脊棺談（進路相談を含台。）につい特別 ても、生徒の家庭との連絡を密にし、 i麗活動 切に実施できるようにすることJ







































































































































































































































































































1ては、毛主同指噛ー 幅滋次虫、I±，似 'Z '" 
という 3つが相互浸潤する関係にあり、
1と断ったうえで、その指導法およ
り組みを8種に分けて説明するに留ま
る。すなわち、 rA密接・相談・会話j、rB観察、生徒
の生活時翠録、日記および自叙伝ム「C個別化された
教授j、ro生徒に経済的補助を得させる援助j、「E診
接所への委託j、rF観察及びその他の適当な方法J、
rG事例研究会J、担指導職員の現職教育jであるへ
これと比較すると、集団指導については、
ところから大まかな内訳、さらに具体的な指導の馬語
にいたるまで、より詳細に描き出している。まず、
回指導を、決してすべての生徒に画一的に関じことを
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強し1るものではなく、「指導が全体としての集屈を解
体することなしに個人に施されることを意味するJ32 
と規定している。
そのよで、このような集団指導の内訳を 3つに分類
する 33。第一に、「各年齢別学年集団の『一般的Jな要
求・興味・適正に基く集団活動を手段とする集団指導j
であり、これは学習指導のほか、
の整備なども含む。第二に、「向じような興味・要求・
適正等をもっ生徒の小グループを通じての集団指導、
たとえば趣味のクラブ、社交クラブ、
別な活動にたずさわる生徒のグノレーフ。等j の指導があ
る。一例として、「日本史の単元におし
生徒のーグループ。は特に人類学に興味を持ち、その単
元における彼らの特別な活動として一定期間、アイヌ
人の家族生活を研究し、これを日本人の生活と比較し
ようと決めるjとしづ場部が例示されている。第三に、
「集団の中でする鶴人の指導は個人の興味、要求、適
正等に基いていることjへの在意が促される。いわゆ
る f問題の生徒Jへの指導である。例えば、宇の苦手
う、元気のない少
女がし、れば、食物に関する授業で食事における果物と
野菜の価鑑を研究させ、授業で討議する、などといっ
たこと
した個々人の指導、というよう
に、指導単位の大きさ基準とした分類である。いずれ
の局面にしても、図書館の利用や人類学的研究、食物
の研究など、自ち調べることを重視する点において通
臆していることは興味深い。教育課盤上に「店出研究j
が位置付けられていた当時において、
自分たちを取りまく
メージが含まれていたことを看守できょう。
一方で、知的な研究だけでなく、
ことを通じて、よい公民として
の育つことも期待されていた。このことは、実探にど
のような時間と方法を用いて集団指導を行うのかを、8
つに分類して説明した部分から読み取ることができる。
すなわち、 rAカリキュラムj、rB効果的教授法j、re
と研究室の効果的な使用j、「D特別教育活動・
趣味のクラブ・その他余暇の適当な使用法j、弓
の学校のことへの参加・ －生徒集会・教師
その他の生徒活動j、fF学校
の健康及び福祉計画J、fG職業指導J、fHホームリレー
ム（特別指導室）Jである。このうち、 Eの「生徒の学
校のことへの参加」に関しては、巻末に別資料を添付
して参照するように促していることから、特別な位賓
が与えられていたことが分かる。
その巻末資料とは、『新制中学校、高等学校管理の
手引』に掲載された「特別教育活動計爾の組織及び管
理jの章で、あった。その理念は、次の笛所から読み取
ることができる。
公民としての教育は政治に関する図書をよむ
ことによって果されるものではない。〔中路］生
徒が学校における指導者として備えるべき一定
の資格を念頭において、彼らの指導者を選ぶこと
を学ぶことができれば、成人としての生活におい
てもまた同様な賢明な方法で彼らの指導者を選
ぶであろう。学校において責任をもつことを習う
ならば、成人としての生活においても責任をもつ
であろう。
よい公民を作るこれらの資格は、
理に誼ちに参加することによってのみ、得られる
ものである。単に口先だけで生徒に参加させると
いうのでは効果もなく、また実際に害になると同
時に、生徒が物事を決定する力を全くくじくこと
になる。ある程度の責任と権限を持たしめずして
は真の参加はあり得ないへ
学校管理への生徒の参加を通じて公民としての資
質を養おうとするこの理念の下で、生徒参加の原則と
して、円 各新制中学校・新聞高等学校の管理には、
実際に生徒を参加させるべきであるJ、也 生徒参加
の組織は、生徒が自治すべき『権利を持つ』という概
念を基礎として立てられるべきではなしリ 35の 2つが
確認されている。生徒は良い教育を受ける権利を持っ
ており、その権利を保障するためには生徒参加が必要
不可欠だ、ということである。生徒が放縦に焔ることを
恐れて f自治j という言葉を意図的に避けるという限
界はあるものの、学校管理への生徒参加を生徒指導の
契機として明確に重視している。このことは、以持の
生徒指導の指導書との比較には見られず、この時期の
125 
特徴として特筆できるだろう。
以上のように、『中学校・高等学校の生徒指導Jは、
戦後民主教育の理念を高く掲げ、公民の育成を促すも
ので、あった。そこでの生徒指導とは、自分たちを取り
巻く事象の自主的な研究活動を促進することと、学校
管理への生徒の参加とに代表される集団指導を主軸に、
それを支えるものとして個人指導および指導上の資料
の収集に努めることを促すもので、あったとまとめられ
よう。
5. おわりに
生徒指導としづ言葉の含意は、『手びき』から『提
要Jにかけて包括北し、理念の不在が疑問視されるよ
うになった。教育課程上での具体的な指導に関しでも、
らく教育課程全体で指導することと、
特別活動で関連を図ることを指擁するに留まってきた。
その中で、 2017
を、総則では自己実現と
告発的・自治的な活動とも
とである。その歴史を踏まえれば、教育課程全体では
自己に関わる知的な探究を促しつつ、特別活動におい
ては学校管理への参加を促すことが重要だという示唆
を得ることができる。生徒指導とは一人ひとりの生徒
の非行や問題に対応することに留まらず、広く集団と
関連する指導をも含まねばならない。生徒指導の原点
を見措え、戦後初期生徒指導にあった「公民としての
教育j という理念を今ひとたび振り返ることが、ます
ます重要になるだろう。
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